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令和６年６月定例会特集

　令和６年６月定例会が、６月13日から６月28日までの期間で開催され、提出された全ての議案を可
決、承認しました。志翔会からは本田豊栄議員、加藤漢太議員、森合秀行議員、久野三男議員が市政
一般質問を行いました。今号では一般質問の内容（抜粋）、６月定例会提出の令和６年６月補正予算の
主な内容等についてご報告いたします。

　本年、市制施行100周年を迎えた本市においては、現役世代が活躍しながら、次世代に引き継ぐ基
盤となる都市と地域づくりを推進し、次の100年を見据えた「誰一人取り残されないまち郡山」の実
現を図るため、世代間の負担を考慮しつつ、予見可能性の高い将来課題から現在の取るべき方策を考
える「バックキャスティング思考」に基づいた予算案が提出され、全て原案のとおり可決されました。

　市議会は、「ベビーファーストの推進」の
一環として、保育士等１人当たりの子ども
の数を改善する新たな施策に関する議案を
可決しました。この取り組みは、幼児教育・
保育の質の向上と、教諭・保育士等の処遇
改善を目的としています。
▶︎改善の主な内容は以下の通りです：
１．	３歳児クラスでは、保育士１人当た
りの子どもの数が１：20から１：15
に改善されます。

２．	４・５歳児クラスでは、１：30から
１：25に改善されます。

３．	０歳児（１：３）および１・２歳児（１：
６）の比率は現状維持となります。

この施策実施のため、総額7,286万円の予
算を可決しました。
▶︎我々議員は、この政策の実現に向けて以

下の取り組みを行ってまいりました：
１．保育現場の実態調査：志翔会議員も
市内の保育施設を訪問し、現場の声
を直接聞き取りました。

２．財源確保の検討：限られた予算の中
で最大の効果を得られるよう、財源
の配分について慎重に審議しました。

　可決された議案は、予算議案４件、条例議案10件、その他議案12件の計26件。予算議案では、一般会計が３億7,065万９千円増額の1,415
億3,215万９千円、特別会計が２億4,901万５千円増額、合算で６億1,967万４千円増額の2,463億1,032万３千円となりました。
　予算議案には一般会計、国民健康保険特別会計などが含まれ、条例議案には郡山市税条例の一部を改正する条例などが含まれています。その
他議案には工事請負契約についてなどが含まれています。
　今回の定例会では、市が直面する多様な課題に対して、議員たちが積極的に質問や提案を行い、活発な議論が展開されました。特に、少子高
齢化対策、地域経済の活性化、防災・減災対策など、市民生活に直結する重要テーマについて、具体的な施策の検討が行われました。私たちは
今後も市民の皆さんの声に真摯に耳を傾け、各課題に対して迅速かつ効果的な解決策を見出すべく、議会一丸となって取り組んでまいります。

令和６年６月定例会の概要

令和６年６月補正予算について

我々議員一同は、この施策が市民の皆様の
生活向上に確実に寄与するよう、その実施
と効果を注視し、必要な改善や拡充を迅速
に行ってまいります。今後も市民の皆様の
声に耳を傾け、よりよい保育環境と子育て
しやすいまちづくりに全力で取り組んでま
いります。
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　郡山市制施行100周年の節目
を迎えた今年、一年前の夏に初
当選した新人議員５人の意気込
みも一層熱く燃え上がっていま
す。先人の築いた礎の上に、新
たな100年に向けて皆様ととも
に歩む決意を新たにしました。
先輩議員との絆も更に深め、未
来を見据え、郡山の更なる発展
に全力を尽くしてまいります。

（薄井長広）

次期河内クリーンセンター
施設整備の進め方について

問 地元住民や本市の各種審議
会、議会における各種委員

会等と、どのように関わってい
くのか、見解は。

答 今後、事業を進めていく各
段階において、住民説明会

開催時や、本市廃棄物減量等推進審議会、本市
ごみの減量化対策特別委員会および環境経済常
任委員会等にご意見をお伺いすると共に、見学
会の開催や、市ホームページ等を活用した分か
り易い情報発信に努めながら施設整備を進める。

内環状線、国道288号バイパス
交差部について

問 来春の新工場稼働により、交差部の状況は、
交通の混乱と渋滞のさらなる悪化が懸念さ

れるが、見解は。

答 ７月12日県主催の｢まちづくり意見交換会」
にて、今後の事業進捗に係る情報共有を図

る事に併せてお願いを申し入れる予定。今後も、
内環状線および国道288号バイパスの両事業竣
工の早期実現に向けて、県に対しあらゆる機会
をとらえて、引き続き強く要望していく。

保育士支援策について

問 保育士の処遇改善策として
の新たな取り組みはどのよ

うなことを実施しているか。

答 賃金については引き続き国
に対し、処遇改善加算等の

公定価格の引き上げについて要
望していく。またDXを推進し、保育に係る事務
的な業務を効率化して、保育現場の負担軽減に
ついても処遇改善を進めていく。

加藤　漢太

広域圏の中心都市である本市のトイレトレー
ラーの導入について、見解は。

答 本年７月に開催するこおりやま広域圏の防
災担当課等による意見交換会において、大

規模災害発生時における相互応援や被災地支援
等の協議の中で、トイレトレーラーのあり方に
ついても意見を伺う。

公民館で実施する事業について

問 地域の方や愛情豊かな人の
協力を得て、計画・実施す

ることが良いと考える。実施中
のことも踏まえ見解は。

答 地域の皆様のご
意見を広く伺い

ながら、ニーズや課
題を踏まえた事業や
子供の居場所「子

こ
民
みん

間
かん
」を充実していく

ことで、地域コミュ
ニティの形成と持続
可能なまちづくりの
推進に努める。

子ども会の存続について

問「学校、保護者、地域、行政」が一体となり、子ども達を守り育てるコミュニティを考えて
行くことが大切と思うが、当局の見解は。

答 子ども会活動は、児童生徒の健全育成や地
域の中でのコミュニティ形成に寄与するも

のであると考える。各地域からの声を受けなが
ら、郡山市子ども会育成連絡協議会と課題の共
有を図り子ども会事業及び運営の支援を行う。

久野　三男

公民館における子育て支援事業の
実施について

問 東京都北区などでママの支援をワンストッ
プで寄り沿うNPOの「ほっこり～の」のよう

な支援事業の実施について、見解は。

答 本市で計画されている新たな取り組みなど
を通し、多様な地域特性を活かした事業の

創出に努めていく。

投票済証明書の発行等について

問 投票率の低下を避けるため
投票済証明書の発行等を検

討すべきと考えるが、見解は。

答 選挙に対する興味・関心を
持ってもらうための方策

は、大変重要であり、公職選挙
法の主旨を踏まえた形
で、具現化できる工夫を
検討する。

トイレトレーラーの導入について

問 災害発生時のトイレ確保は、被災者の健康
に直結する重要な問題である。こおりやま

森合　秀行

６月定例会市政一般質問
要　旨

富久山・福原交差部

豊川市（愛知県）のステッ
カー版の投票済証「ぼー
とすみっす」（豊川市ウェ
ブサイトから）

珠洲市（石川県）に派遣された棚倉町のトイレ
トレーラー（棚倉町ウェブサイトから）

お問い合わせ・ご意見は：〒 963-8601		郡山市朝日 1-23-7　志翔会　☎	924-2536	へ
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本田　豊栄

■志翔会会派行政調査（３月26日～３月28日）
さすてな京都（京都市）では、ごみ減量化の取り組みについて、人
と防災未来センター（神戸市）では、1995年に発生した阪神・淡
路大震災の被災状況と復興について、四日市市議会（四日市市）で
は、議会改革の取り組みについて、それぞれ調査を実施しました。

■福島市議会真政会との意見交換会（５月24日）
福島市議会真政会の議員の方々と中心市街地活
性化などをテーマに意見交換会を行いました。

さすてな京都
（京都市）

人と防災未来
センター（神戸市）

四日市市議会
（四日市市）

写真で見る

志翔会


